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１．研究計画の概要 
 
本研究の目的は力学系理論における関数解
析的な手法，特に超関数やフーリエ解析を
用いた方法について研究することである．
基礎理論を構築するとともに，その応用と
して「相関の減衰」，「部分双曲的力学系の
エルゴード的性質」や「力学系のゼータ関
数」などの関連する力学系の課題を研究す
る．基礎理論については非等方的ヘルダ
ー・ソボレフ空間をより一般化した（超）
関数の空間について考察を進める．また，
相関の減衰については特に双曲的な連続力
学系の場合について深く研究し，セルバー
グの負定曲率閉曲面の測地流についての結
果に対応する結果を示し，さらにそれを一
般化することを目標とする．また，部分双
曲的な力学系の物理測度について，生成的
な条件の下で，その一般化した意味での特
異台の構造についての研究を進める．特に，
Shub による安定エルゴード性についての
予想を肯定的に解決することを目指す．さ
らに，九州大学および日本国内における力
学系理論研究の基盤を整えることは今後の
研究の持続的な発展を考える上で重要であ
り，若手研究者の支援と他分野の研究者の
交流を進める． 
 
２．研究の進捗状況 
 
双曲的な力学系についての関数解析的方法
の研究については，これまでに離散的に力学
系の研究がほぼ完成し，現在は連続力学系の
研究に重点を移している．連続力学系の場合
の典型的な例として，負曲率多様体上の測地

流を研究し，それについても成果を上げつつ
ある．これらの研究は当初の計画通り，また
はそれ以上の成果を上げており，より発展的
な研究につながることが期待される．一方，
部分双曲的な力学系についての研究は，当初
の期待に反して，いくつかの技術的な困難に
阻まれて，十分な成果を上げていない．この
点については今後の研究の課題である．また，
九州大学における力学系の研究基盤の整備
については，既に九州大学において力学系セ
ミナーを立ち上げ，２年間で２５回にわたっ
て力学系や関連した分野の第一線の研究者
の講演を行い，国内でも有数の研究拠点とし
て認識されつつあり，一定の成果を上げてい
る．また，国内の力学系の研究集会について，
特に若手研究者への旅費援助を通じて参加
を促し，全体的なレベルアップを図っている． 
 
３．現在までの達成度 
 
２．で述べた進捗状況から，現在までの達成
度は，部分双曲的な力学系についての研究が
当初の期待ほど成果を上げていない点を除
けばほぼ順調と考えられる．特に，双曲的な
力学系についての研究については当初の予
定を超えて進展している． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
今後は，部分双曲的な力学系についての技術
的な困難を克服するための研究を継続する
が，より多くの研究資源を双曲的な力学系に
関する部分の成果をより発展させるために
使うつもりである．特に，本研究の新生児に
は遠い課題と考えていた量子カオスの半古
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典論への応用などの課題が現在では既に視
野に入るものとなっているので，その方向の
研究を進めたいと考えている． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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